
国語　第１学年　くわしく かこう

自分の学級に合わせて直すプロンプト

下の枠の文を全部そのままAI（ChatGPT・Claude・Gemini など）に貼り、質問に答えると、この単元の

学習指導案が自分の学級に合わせて直ります。枠の後半には、直す対象の学習指導案が入っています。

あなたは小学校の国語の授業づくりを手伝う役です。この後に続く「しらせたいな、見せたいな（第1学年）」

の学習指導案を、私の学級に合わせて直してください。

先に、次の五つを一つずつ質問し、私の答えを待ってから次の質問に進んでください。まとめて聞かないでく

ださい。

一、学級の人数と、ペアの組み方。

二、既習のこと。平仮名、句読点、「は」「を」「へ」の使い方が、学級の子どもにどのくらい身に付いている

か。これまでに書いたことのある文章の長さ。

三、題材にできる物。学校や学級で育てている生き物や植物、生活科で観察している物、校内で見に行ける物

は何か。生き物にアレルギーのある子はいるか。

四、この学級の子どもの実態と、この単元に使える時間数、研究授業にする時間（何時間目か）。

五、使える道具。一人一台の端末で写真が撮れるか、大型画面があるか、紙だけか。

五つの答えがそろったら、学習指導案を次の決まりで直してください。

学習指導要領の文言、評価規準の文末（「〜している」「〜しようとしている」）は変えない。

教科書の例の文章は引用しない。題材は私が答えた物に置き換える。

時間数は私が答えた数に合わせ、削ったり足したりした時間がどれかを一覧にする。

本時の展開は、人数と道具に合わせて、活動の形（一人・ペア・全体）と使う物を書き直す。

つまずきへの手当ては、私が答えた実態に合わせて具体的に書き直す。

子どもに見せる言葉（めあて・型・質問の言葉）は、1年生がこの時期に読める字で書く。

直した所の一覧を最後に付け、どの答えを根拠に直したかを一行ずつ書く。

文章は先生がそのまま使える言い方にし、比喩や決まり文句を使わない。

出力は、学習指導案と同じ見出しの順で全文を出してください。

直す対象の学習指導案は、この後に続けて書きます。

――――ここから直す対象の学習指導案――――

第1学年 国語科学習指導案

１ 単元名 「くわしく かこう」 教材名「しらせたいな、見せたいな」

２ 単元の目標

身近なことを表す語句の量を増し、文章の中で使う（(1)オ）。経験したことから書くことを見付け、必要な事

柄を集めたり確かめたりして伝えたいことを明確にし、語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容のま

とまりが分かるように書き表し方を工夫することができる（Ｂ(1)ア・ウ）。文章に対する感想を伝え合って自

分の文章のよいところを見付け、言葉がもつよさを感じ、思いや考えを伝え合おうとする（Ｂ(1)オ・学年の目

標(3)）。

３ 単元の評価規準

［知識・技能］①身近なことを表す語句の量を増し、文章の中で使い、語彙を豊かにしている。（(1)オ）

［思考・判断・表現］①「書くこと」において、経験したことから書くことを見付け、必要な事柄を集めたり

確かめたりして、伝えたいことを明確にしている。（Ｂ(1)ア）

［思考・判断・表現］②「書くこと」において、語と語や文と文との続き方に注意しながら、内容のまとまり

が分かるように書き表し方を工夫している。（Ｂ(1)ウ）

［思考・判断・表現］③「書くこと」において、文章に対する感想を伝え合い、自分の文章の内容や表現のよ

いところを見付けている。（Ｂ(1)オ）

［主体的に学習に取り組む態度］①進んで、知らせたい物をよく見て書くことを集め、学習の見通しをもっ

て、見付けたことを家の人に知らせる文章を書こうとしている。



４ 指導上の考察

（１）単元について

本単元は、学校で見付けた生き物や物をよく見て、色や形、大きさ、さわった感じなどを書き、家の人に知ら

せる文章を書く学習である。中心は学習指導要領第1学年及び第2学年のＢ(1)ア「経験したことや想像したこ

となどから書くことを見付け，必要な事柄を集めたり確かめたりして，伝えたいことを明確にすること」で、

言語活動はＢ(2)ア「観察したことを記録したりするなど，見聞きしたことを書く活動」に当たる。見る・さわ

る・においをかぐ・音を聞くという体の働きを手がかりにすると、1年生でも書く事柄を自分で集められる。

集めた事柄から知らせたいことを選び、順序を考えて書くという手順は、第2学年で観察したことを記録する

文章や、第3学年以降で相手や目的を意識して集めた材料を比べたり分けたりする学習へつながる。これまで

に学んだ句読点や助詞の「は」「を」「へ」の使い方（(1)ウ）を、まとまった文章の中で使う機会にもなる。生

活科で育てている生き物や植物を題材にすれば、第３の１(7)の他教科等との関連も図れる。

（２）児童について（学級の実態を書く）

（３）指導について

指導に当たっては、次の三つを大切にする。まず、教室で思い出して書かせず、実物の前で、目・手・鼻・耳

を使って見付けたことを、一枚のカードに一つずつ書かせる。次に、「くわしく」を子どもが使える問いの形

（色は・形は・大きさは・さわると・においは・音は・何に似ている）で示し、友達どうしで質問し合って書

き足す時間をとる（Ｂ(1)ア）。そして、文章は家の人に読んでもらうことを単元の初めに伝え、読み手を決め

てから書かせる。書き終えた文章は、カードから選んだ知らせたいことが入り、文と文の続き方が分かるよう

に書けている物を「おおむね満足できる」状況、大きさを身近な物と比べたり、様子を表す言葉を自分で選ん

だりしている物を「十分満足できる」状況の目安にする。生き物を扱う時は、手洗いと、動物や植物へのアレ

ルギーの有無を事前に確かめる。

５ 指導と評価の計画（全10時間）

第1次 第1時：○学校で見付けた生き物や物のことを、家の人に知らせるという学習の見通しをもつ。 ○教科

書の例の文章を読み、どんなこと（色・形・大きさ・さわった感じなど）が書いてあるかを確かめる。　評

価：態①（行動観察）

第1次 第2時：○知らせたい物（学校で育てている生き物や植物、学校にある物）を決め、なぜ知らせたいか

を友達に話す。

第2次 第3時：○実物を見て、色・形・大きさ・数・動きなど、目で見て見付けたことを一枚に一つずつカー

ドに書く。　評価：知①（観察カード）

第2次 第4時：○さわる・においをかぐ・音を聞くなどして見付けたことをカードに書き足す。大きさは身近

な物と比べて書く。　評価：知①（観察カード）

第2次 第5時（本時）：○カードを友達と見せ合い、質問を受けて書き足し、いちばん知らせたいことを選ぶ。　

評価：思①（観察カード・行動観察）

第2次 第6時：○選んだカードを、書く順番に並べる（はじめ：何について、なか：くわしく、おわり：思っ

たこと）。

第2次 第7時：○並べたカードを見ながら、文と文の続き方に気を付けて文章を書く。

第2次 第8時：○続きを書き、文章を書き終える。　評価：思②（文章）

第2次 第9時：○文章を声に出して読み返し、句点（。）、「は」「を」「へ」、くわしくする言葉を確かめて直す。　

評価：思②（文章） 態①（読み返し）

第3次 第10時：○友達と文章を読み合い、くわしく書けているところを伝え合う。 ○学習を振り返り、文章を

家の人に渡す。　評価：思③（付箋・発言） 態①（振り返り）

６ 本時の指導（5／10）

（１）本時の目標

観察カードを友達と見せ合い、質問に答えたり実物を見直したりして、色・形・大きさ・さわった感じなど知

らせるために必要な事柄を書き足し、いちばん知らせたいことを決めることができる。（Ｂ(1)ア）

（２）学習過程

【導入】

学習活動：１　前の時間までに書いたカードを机に並べる。



２　本時の問いをつかむ。

○「おうちの人が、見たことがなくても様子が目に浮かぶように知らせるには、どんなことを書けばよいでし

ょう」

【めあて】ともだちと カードを 見せあって、くわしく かきたそう。

予想される児童の反応：・いろを かいた。

・かたちを かいた。

・さわった かんじも かいた。

・まだ かいていない ことが ある。

指導上の留意点：・目・手・鼻・耳の絵を付けた質問の言葉カード（色は・形は・大きさは・さわると・にお

いは・音は・何に似ている）を黒板に貼る。

・家の人に読んでもらうことを、もう一度確かめる。

【展開】

学習活動：３　先生のカードを例に、質問のしかたと書き足し方を確かめる。

○「先生のカードに、どんな質問をしたら、もっとくわしくなりますか」

４　ペアでカードを見せ合い、質問の言葉カードを使って質問し合う。

５　質問されて答えたことを、カードに書き足す。答えられなかったことは、実物を見に行って確かめる。

６　書き足したカードの中から、いちばん知らせたいことに花丸を付ける。

○「おうちの人に、いちばん知らせたいのはどのカードですか。どうしてですか」

予想される児童の反応：・いろは なにいろですか。

・おおきさは どれくらいですか。

・さわると どんな かんじですか。

・ちゃいろと しろの もようが ある。

・わたしの てと おなじ くらいの おおきさ。

・さわると ふわふわして あたたかい。

・はっぱの うらは ざらざら して いる。

・うごきが おもしろいから、これを しらせたい。

・いろが きれいだから、これに する。

指導上の留意点：・質問は一度に一つずつにさせ、答えを聞いてから次の質問をさせる。

・答えた子が、その場で一文をカードに書き足せるように、鉛筆を持たせておく。

・書くのが苦手な子には、話したことを先生が短く書き取り、それを写させる。

・大きさが言えない子には「手と比べると」「消しゴムと比べると」と、比べる物を示す。

・早く終わった子には「何に似ているか」を書き足させる。

・実物を見に行く時は、行ってよい場所と戻る合図を先に決めておく。

【まとめ】

学習活動：７　二、三人が、書き足したことと、花丸を付けたカードを発表する。

８　振り返りを書く。

（型）「ともだちに きかれて、…を かきたしました」

指導上の留意点：・書き足した言葉に赤線を引かせ、自分で確かめられるようにする。

・振り返りが書けない子は、口で言わせてもよい。

・次の時間は、カードを並べて書く順番を決めることを伝える。

評価：思①　知らせたい物を見て見付けたことから、必要な事柄を集めたり確かめたりして、伝えたいことを

明確にしている。（観察カード・行動観察）

（３）板書計画（縦書き・右から左へ）

縦書きで右から。右端に日付とめあて。その左に、目・手・鼻・耳の絵を付けた質問の言葉カード（色は・形

は・大きさは・さわると・においは・音は・何に似ている）を縦に並べる。中ほどに先生の観察カードの例を

拡大して貼り、子どもの質問で書き足した文を赤で書き込む。その左に「くらべる ことば」（〜くらい・〜よ



り おおきい）と「ようすを あらわす ことば」の欄を作り、子どもから出た言葉を書き足していく。左端に花

丸の付け方と、振り返りの型。

AIが作成した授業案です。授業での検証は未実施です。自校の教材・年間計画・学級の実態に合わせて確認してください。

Threads「三重でAI使うなら」（@mie_ai_katsuyo）

https://www.threads.com/@mie_ai_katsuyo

LINEオープンチャット
みえ先生ラボ

https://line.me/ti/g2/it19gMw8pq4H3PEvMrOm-0B9q-2-MKCZJ1QrUg?utm_source=invitation&utm_medium=QR_code&utm_campaign=default

